
1,000㎡以下

1,000㎡越 2,000㎡以下

2,000㎡越 5,000㎡以下

5,000㎡超 10,000㎡以下

10,000㎡超 15,000㎡以下

15,000㎡超 20,000㎡以下

20,000㎡超 40,000㎡以下

40,000㎡超 80,000㎡以下

80,000㎡超 150,000㎡以下

※1.

※2．

※3．

※4．計画変更に係る適合性判定は、上記料金の1/2の額とします。
 ※5.　

 ※6.　

※7.

※8.

※9.

建築物省エネ法判定業務　料金表
（モデル建物法）

200,000（10P）

300,000（10P）

350,000（10P）

50,000（3P）

建築物省エネ法判定業務規程　別表3

計算が必要な軽微な変更（軽微変更該当証明書を交付）は、上記料金の1/2
の額とします。

工場・倉庫 工場・倉庫以外
床面積（判定対象部分）の合計

料金（円・消費税込）　（　）内はポイント数

100,000（10P）

150,000（10P）

175,000（10P）

175,000（10P）

200,000（10P）

300,000（10P）

500,000（20P）

床面積の合計が150,000㎡を超える場合は、担当者までお問い合わせくださ
い。

評価方法がモデル建物法以外の場合は、担当者までお問い合わせくださ
い。

株式会社　確認検査機構アネックス

100,000（10P）

75,000（6P） 150,000（10P）

建築物の一部に高い開放性を有する部分を含む場合は、その部分の1/2を
差し引いて上記床面積の合計を算定してください。

2024.7.16

350,000（20P）

400,000（20P）

500,000（20P）

1,200,000（30P）

ポイント　20Pごとに図書カード、クオカード等のプリペイドカード（3000円相
当）と交換します。

主要な用途が工場である場合の作業室の部分または主要な用途が倉庫であ
る場合の倉庫の部分は、それらの部分の1/2を差し引いて上記床面積の合
計を算定してください。

計算対象の設備機器がない場合は上表に関わらず料金の額は20,000円
（2P）とします。
判定業務規程19条に掲げる場合は、料金の20％を限度として減額すること
ができるものとします。


